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　この「環境マネジメント推進体制」のもと、PDCAサイクルに
沿って環境マネジメントシステムを運用しています。環境基本方
針や長期環境戦略「みんなでECO.」に基づき、環境委員会にて
環境目標を設定し（Plan）、目標達成に向けて当該部門が活動し

（Do）、活動の進捗状況を定期的に検証・評価し、結果を環境委
員会に報告しています（Check）。そして、必要により見直しを行い

（Act）、環境保全活動を継続的に改善しています。
　さらに、東京メトログループ各社でも環境マネジメントシス
テムを運用しており、「省エネ活動の推進」「改正省エネ法等の
法規制への適切な対応」「紙使用量の削減」「廃棄物管理の推進」

「環境教育の実施」の計5項目をグループ共通の環境目標に
設定するとともに、２０１３年度からはグループ会社ごとに独自の
環境目標を設定し、環境保全活動に取り組んでいます。この

ほか、グループ各社間での情報共有や連携の強化、環境マネジ
メントに関するレベルアップのためグループ環境委員会を定期
的に開催し、グループ全体で環境マネジメントのさらなる発展に
向け積極的に取り組んでいます。

環境マネジメントシステム
地球環境に対する考え方
　東京メトログループでは、地球環境問題を経営課題の1つと
捉え、「地球環境保全」を経営方針に明示し、東京メトログループ 

環境基本方針及び長期環境戦略「みんなでECO.」のもと、グルー
プ全体で様々な環境保全への取組を展開しています。

（総務部担当取締役）
環境マネジメントに関する重要案件を審議・決定

委員長　総務部担当取締役
委　員　各部門の長

リーダー　環境課長
メンバー　各部門の管理担当課長など

（各部門の長）

環境マネジメントに関する案件を協議・決定
●環境目標の設定に関する協議
●環境目標の進捗状況等に関する情報共有と水平展開
●その他環境マネジメントに関する軽易な案件の協議・決定

経営会議

環境委員会

環境マネジメントの運用に必要となる
各種事項についての調査・検討・実施

ワーキンググループ

経営会議

環境管理
総括責任者

部門環境管理
責任者社　長

事務局：総務部環境課

各部門の管理担当課長補佐など
環境推進者（エコスタッフ）
各部門の管理担当者など

環境管理者（エコリーダー）

環境委員会

ワーキンググループ

　東京メトロでは、環境保全活動を全社的に推進するため、総務
部担当取締役を環境管理総括責任者に、各部門の長を部門環境
管理責任者に選任するとともに、環境マネジメントに関する案件

を協議・決定する「環境委員会」を設置しています。なお、環境
マネジメントに関する重要案件については、社長の諮問機関で
ある経営会議において審議しています。

環境マネジメント推進体制

❶ 私たちは、エネルギー効率の高い交通手段である地下鉄の利便性の向上と利用促進を通じて、
　 東京の環境改善に貢献します。
❷ 私たちは、エネルギーの効率的利用を心がけ、地球温暖化防止に努めます。
❸ 私たちは、環境に優しい物品を積極的に使用し、資源消費や廃棄物の削減に努めます。
❹ 私たちは、騒音や振動などの環境負荷の低減を図り、地域社会との調和を目指します。
❺ 私たちは、環境に関連する法規制を遵守し、環境汚染の予防に努めます。

東京メトログループ  環境基本方針

環境目標
Plan
中期環境目標
単年度環境目標

進捗管理・取りまとめ
会議体への報告

検証・評価
Check

課題の抽出
改善案の検討

見直し・改善
Act

目標に基づく活動
（実施部門）

活動
Do

環境マネジメント推進態勢

環境マネジメント推進態勢におけるPDCAサイクル

西船橋駅の
太陽光発電システム
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